
項 ⽬ 内 容
名称 キチン [英]Chitin [学名]-

概要 キチンは、かにやえびなどの甲殻類の外殻、菌類の細胞壁などにあるムコ多糖類で
あり、不溶性の⾷物繊維として知られている。キチンが部分的に脱アセチル化する
と、キトサンになる。⼀般に⾷品添加物 (増粘安定剤) として使⽤が認められてい
る。

法規・制度 ■⾷薬区分
「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物︓増粘安定剤

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・β-1,4-poly-N-acetylglucosamine。節⾜動物、軟体動物、外肛動物、菌類の主要
な構造多糖であり、⽩⾊、無定形粉末⼜は繊維状で、酸、アルカリおよび各種溶媒
に不溶である (32) 。

分析法 ・キチンはAOAC法により分析するが、アミノ糖であるためキチン由来の窒素量を
求め、残渣中の総窒素量を差し引く補正を⾏っている (101) 。
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循環器・
呼吸器

RCT
・LDLコレステロール値が⾼めの成⼈130名 (アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、Aspergills niger 由来のキチングルカンを6週間摂
取させたところ、1.5 g/⽇摂取群 (32名、平均50.9歳) で⾎中脂質 (LDL-C) が、
4.5 g/⽇摂取群 (33名、平均49.1±11.2歳) で酸化LDLが、わずかに低下したが、
その他の⾎中脂質濃度や⾎糖値、インスリン濃度、F2-イソプロスタン濃度に影響は
認められず、4.5 g/⽇およびオリーブ油抽出物135 mg/⽇併⽤群 (30名、平均
50.7±9.8歳) では影響は認められなかった (PMID:22948945) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

有効性
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